
カトリック札幌教区ニュース
Catholic Sapporo Diocese News

発行：カトリック札幌司教区事務局広報部 〒060-0031 札幌市中央区北1条東6丁目10 Tel.011-241-2785 https://www.csd.or. jp

42No.
2023年8月

２
０
２
１
年
９
月
に
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
の
呼
び
か
け
で
始
め
ら
れ
た
シ
ノ
ド

ス
「
と
も
に
歩
む
教
会
の
た
め
︱
交
わ
り
、

参
加
、
そ
し
て
宣
教
︱
」
の
歩
み
は
、
札

幌
教
区
で
も
大
詰
め
を
迎
え
ま
し
た
。

２
年
前
に
こ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
札

幌
教
区
で
も
「
シ
ノ
ド
ス
・
チ
ー
ム
」
が

設
置
さ
れ
、
各
小
教
区
に
任
命
さ
れ
た
シ

ノ
ド
ス
担
当
者
を
通
し
て
、
各
々
の
小
教

区
で
分
か
ち
合
い
を
中
心
と
し
た
歩
み
を

進
め
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
の
結
果
は
昨
年
「
札
幌
教
区
シ
ノ
ド
ス

報
告
書
」
と
し
て
中
央
協
議
会
シ
ノ
ド
ス

事
務
局
に
提
出
さ
れ
、
札
幌
教
区
は
次
な

る
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
へ
と
進
み
始
め
ま
し

た
。
こ
こ
か
ら
は
、
教
区
独
自
の
歩
み
と

な
り
ま
す
。

札
幌
教
区
の
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
と
し
て

「
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
第
３
報
」
を
配
信
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
各
小
教

区
で
進
め
る
難
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

共
同
体
の
中
で
の
分
か
ち
合
い
を
進
め
て

い
く
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
体
で
「
①

大
切
な
も
の
を
３
つ
」
探
し
出
し
、
「
②

そ
れ
を
具
体
的
に
実
践
す
る
方
法
」
を
報

告
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
は
、
６
月
24
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
、

教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
で
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
（
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
は
こ
の
３

年
間
、
中
止
も
し
く
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

回
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
式
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
）

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
小
教
区
で
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
を
進

め
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
驚
き
と
感
謝

の
念
を
抑
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
例
と
し
て
、

次
の
２
教
会
か
ら
の
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

【
北
１
条
教
会
】
（
抜
粋
）

①
大
切
な
も
の
「
高
齢
者
対
応
：
病
気
等

に
よ
っ
て
教
会
に
来
ら
れ
な
く
な
っ
た

信
徒
へ
の
ケ
ア
」

②
具
体
的
な
方
法
「
病
気
や
、
施
設
に
入

る
な
ど
、
教
会
に
来
ら
れ
な
く
な
っ
た

信
徒
へ
の
ケ
ア
と
し
て
（
死
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
）
、
信
徒
一
人
一
人
の
心

構
え
・
意
識
に
つ
い
て
：
病
者
の
塗
油

の
再
認
識
、
病
者
に
寄
り
添
う
イ
エ
ス

を
学
び
、
委
ね
ら
れ
た
信
徒
の
働
き
を

思
い
起
こ
す
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

に
つ
い
て
：
死
の
準
備
で
は
な
く
、
生

き
て
き
た
人
生
を
見
直
す
も
の
と
し
て

の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
活
用
。

【
北
見
教
会
】
（
抜
粋
）

①
大
切
な
も
の
「
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
方
々

と
の
き
ず
な
を
回
復
し
分
か
ち
合
い
に

努
め
る
。
」

②
具
体
的
な
方
法
「
地
区
連
絡
員
と
連
携

し
て
、
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
方
の
現
状

を
知
り
、
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
例
え
ば
、
連
絡
員
と

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
。
住
所
不
明
・

変
更
し
た
方
を
調
べ
る
。
教
会
と
の
絆

を
回
復
す
る
こ
と
に
取
り
組
む
。
」

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
一
例
で
す
が
、
多

く
の
共
同
体
で
「
①
い
ま
教
会
に
い
る
人

と
の
関
わ
り
」
「
②
教
会
に
来
ら
れ
な
い
、

来
な
く
な
っ
た
人
と
の
関
わ
り
」
「
③
新

し
く
教
会
に
来
た
人
た
ち
（
特
に
外
国
籍

信
徒
）
と
の
関
わ
り
」
が
分
か
ち
合
い
の

話
題
と
し
て
、
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
窺
え
ま
す
。

報
告
の
中
に
は
「
い
つ
ま
で
こ
の
シ
ノ

ド
ス
を
続
け
る
の
か
？
」
と
か
、
「
ま
だ

や
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
批
判
的
な

意
見
も
一
部
に
聞
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

多
く
の
共
同
体
か
ら
は
、
実
際
に
シ
ノ
ド

ス
を
進
め
て
み
て
「
共
同
体
で
の
分
か
ち

合
い
が
と
て
も
良
い
」
と
か
「
ぜ
ひ
、
こ

の
歩
み
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と

い
う
肯
定
的
な
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
の
教
会
に
必
要
な
の
は
こ
の
よ

う
な
「
心
の
交
わ
り
」
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

最
後
に
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
は
、
今
回
の

報
告
が
終
わ
っ
た
ら
そ
こ
で
終
わ
り
に
な

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ

か
ら
始
ま
る
歩
み
で
あ
る
こ
と
を
、
勝
谷

司
教
の
言
葉
で
も
再
確
認
し
閉
会
し
ま
し

た
。
報
告
さ
れ
た
各
共
同
体
の
歩
み
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
と
共

に
、
何
ら
か
の
形
で
す
べ
て
の
小
教
区
に

共
有
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
運
営
委
員
長
・

シ
ノ
ド
ス
担
当
司
祭
・
佐
久
間

力
）

札幌教区におけるシノドスの歩み
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２
０
２
３
年
６
月
６
日
か
ら
８
日

に
か
け
て
全
道
司
祭
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
会
場
は
札
幌
北
広
島
ク
ラ
ッ

セ
ホ
テ
ル
で
最
終
日
の
派
遣
ミ
サ
は

北
広
島
教
会
で
行
わ
れ
た
（
下
部
に

集
合
写
真
）
。
参
加
し
た
聖
職
者
は

司
教
・
司
祭
・
助
祭
含
め
30
名
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
管

区
長
の
桑
田
神
父
も
東
京
か
ら
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ
た
。

大
会
の
テ
ー
マ
は
「
札
幌
教
区
の

将
来
の
司
牧
を
考
え
る
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
２
０
２
２
年
３

月
に
出
さ
れ
た
勝
谷
司
教
の
諮
問
を

受
け
て
札
幌
教
区
小
教
区
再
編
諮
問

委
員
会
が
招
集
さ
れ
、
２
０
２
３
年

３
月
に
勝
谷
司
教
に
答
申
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
答
申
を
受
け
た
勝
谷
司

教
か
ら
札
幌
地
区
長
司
祭
で
あ
る
佐

藤
を
通
し
て
、
札
幌
地
区
宣
教
司
牧

評
議
会
に
そ
の
答
申
の
内
容
を
札
幌

地
区
で
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
検
討
す
る
た

め
の
諮
問
が
な
さ
れ
て
い
る
。

大
会
２
日
目
の
午
前
に
諮
問
委
員

会
の
座
長
で
あ
る
柳
澤
辰
也
氏
（
北

一
条
信
徒
）
が
そ
の
内
容
を
札
幌
教

区
の
聖
職
者
に
説
明
、
午
後
か
ら
は

５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
分
か

ち
合
い
が
行
わ
れ
た
。
分
か
ち
合
い

を
通
し
て
札
幌
教
区
で
の
宣
教
司
牧

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
け
ば
よ
い

の
か
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
上
か
ら
の
押

し
付
け
で
は
な
く
信
徒
の
意
見
を
反

映
し
て
い
く
と
い
う
勝
谷
司
教
の
考

え
を
よ
く
理
解
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

大
会
で
は
二
人
の
司
祭
の
帰
天
が

発
表
さ
れ
た
が
、
大
会
終
了
直
後
の

６
月
９
日
に
は
谷
内
神
父
の
帰
天
も

伝
え
ら
れ
た
。
司
祭
が
減
少
す
る
中

で
、
残
さ
れ
た
司
祭
と
と
も
に
信
徒

が
一
緒
に
な
っ
て
札
幌
地
区
再
編
を

進
め
、
よ
り
よ
い
宣
教
司
牧
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
、
帰
天
さ
れ
た
司
祭
の

取
り
次
ぎ
を
願
い
た
い
と
思
う
。

（
司
祭
評
議
会
運
営
委
員
長
・

佐
藤
謙
一
神
父
）

全
道
司
祭
大
会

ア
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
谷
内
武
雄
神

父
様
は
、
２
０
２
０
年
４
月
よ
り
月
形
藤

の
園
で
療
養
中
だ
っ
た
が
、
２
０
２
３
年

６
月
９
日
午
後
３
時
56
分
、
肺
炎
の
た
め

入
院
先
の
腎
友
会
岩
見
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

て
神
様
の
み
も
と
に
召
さ
れ
た
。
満
92
歳
。

６
月
11
日
は
一
般
信
徒
の
弔
問
を
受
け
、

葬
儀
は
カ
ト
リ
ッ
ク
北
一
条
教
会
に
て
６

月
12
日
・
13
日
に
執
り
行
わ
れ
た
。
ご
遺

骨
は
納
骨
式
（
札
幌
地
区
合
同
墓
参
９
月

24
日
を
予
定
）
ま
で
札
幌
教
区
カ
ト
リ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
地
下
納
骨
堂
・
ク
リ
プ
ト
札

幌
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、
毎
日
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
自
由
に
墓
参
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

【谷内神父様略歴】
1931年 1月27日 北海道小樽市生まれ
1950年12月24日 小樽住ノ江教会で受洗
1961年 3月21日 北一条教会で司祭叙階
1961年 4月 1日 山鼻教会助任
1963年 4月 1日 小神学校校長
1965年～ 月寒教会、円山教会主任代行
1970年～ 月寒教会、住ノ江教会、大麻

教会、千歳教会、富岡教会、
北見教会、山鼻教会、真駒内
教会主任歴任
その間、倶知安藤幼稚園園長、
北見地区長、司教総代理歴任

2011年 5月 1日 休養
2012年 4月 1月 新田教会協力、

後に主任代行
2020年 4月13日 月形藤の園にて療養
2023年 6月 9日 帰天 満92歳

この他、ハンセン病患者支援、アルコー
ル依存症者支援（札幌マック）、受刑者
訪問など、長きに渡り常に社会的弱者と
向き合い共に歩まれた。

訃
報
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去
る
５
月
17
日
、
元
町
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
に
お
い
て
本
会
の
来
日
１
４
５
周

年
記
念
感
謝
ミ
サ
を
勝
谷
司
教
様
は
じ

め
12
名
の
司
祭
団
の
共
同
司
式
で
捧
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
式
は
多
く
の

方
々
の
祈
り
が
一
つ
と
な
っ
て
、
荘
厳

な
中
に
も
感
謝
と
喜
び
に
満
ち
た
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

禁
教
令
が
解
か
れ
て
間
も
な
い
明
治

11
年
５
月
28
日
、
オ
ズ
ー
フ
司
教
様
に

招
か
れ
て
函
館
に
到
着
し
て
以
来
、
診

療
所
を
手
始
め
に
、
町
と
人
々
の
必
要

に
応
え
て
乳
幼
児
の
た
め
の
福
祉
施
設
、

さ
ら
に
女
子
教
育
を
通
し
て
奉
仕
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
診
療
所
は
時
代
の
変

化
に
伴
い
役
目
を
終
え
ま
し
た
が
、
社

会
福
祉
事
業
は
「
さ
ゆ
り
園
」
「
ナ
ザ

レ
園
」
の
２
か
所
が
、
教
育
事
業
は

「
白
百
合
学
園
」
と
し
て
、
現
在
も
全

国
８
か
所
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
火
や
戦
災
を
は
じ
め
、
多
く
の
困

難
を
乗
り
越
え
て
、
こ
の
日
を
迎
え
ま

し
た
こ
と
は
神
さ
ま
の
導
き
の
も
と
、

聖
母
マ
リ
ア
の
愛
に
倣
っ
て
生
き
た
先

人
ス
ー
ル
方
の
厚
い
信
仰
の
た
ま
も
の

で
す
。

修
道
召
命
の
減
少
と
修
道
者
の
高
齢

化
は
世
界
的
に
教
会
全
体
の
課
題
で
す

が
、
こ
の
感
謝
の
ミ
サ
で
は
、
若
い
ベ

ト
ナ
ム
人
ス
ー
ル
の
躍
動
が
式
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
本
会
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る
聖
パ
ウ
ロ
の
大
胆
さ
と
宣
教
の
熱
意

は
、
彼
女
た
ち
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
の

歩
み
に
希
望
と
力
を
予
感
さ
せ
、
修
道

会
の
新
た
な
展
望
を
拓
く
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
全
て
は
御
手
の
中
、
神
の
み

わ
ざ
に
賛
美
。

（
シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
・

森
本
初
世)

５
月
28
日
初
夏
の
晴
れ
や
か
な
日
差

し
の
な
か
、
聖
霊
降
臨
の
祝
日
に
カ
ト

リ
ッ
ク
滝
川
教
会
の
50
周
年
記
念
ミ
サ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
司
教
様
を
お
迎
え

し
、
初
代
滝
川
教
会
主
任
司
祭
で
あ
っ

た
ヒ
ラ
リ
オ
神
父
様
、
隣
の
砂
川
、
美

唄
教
会
の
主
任
ナ
ル
チ
ゾ
神
父
様
、
光

明
社
の
山
谷
神
父
様
そ
し
て
空
知
地
区

の
３
教
会
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
さ
な
教
会
が

い
っ
ぺ
ん
に
百
人
ぐ
ら
い
の
大
き
な
賑

わ
い
と
な
り
、
厳
か
で
も
あ
り
、
笑
い

も
あ
り
の
ミ
サ
で
、
懐
か
し
い
人
々
と

迎
え
た
50
周
年
は
滝
川
教
会
の
信
徒
の

大
き
な
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

滝
川
教
会
の
保
護
聖
人
は
聖
マ
キ
シ

ミ
リ
ア
ノ
・
マ
リ
ア
・
コ
ル
ベ
神
父
様

で
す
が
、
も
う
一
つ
の
宝
物
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
叩
き
潰
さ
れ
た
聖
母
像
」

で
す
。

日
露
戦
争
終
戦
後
、
ご
両
親
と
一
緒

に
滝
川
屯
田
に
住
ん
で
い
た
児
玉
さ
ん

と
い
う
若
い
父
親
が
ウ
ッ
ド
神
父
様

（
稚
内
、
岩
見
沢
、
留
萌
、
帯
広
、
網

走
へ
と
宣
教
）
に
出
会
い
洗
礼
を
受
け
、

空
知
の
最
初
の
キ
リ
ス
ト
信
者
に
な
り

ま
し
た
。
息
子
が
耶
蘇
教
の
信
者
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
激
昂
し
た
父
親
が
ウ
ッ

ド
神
父
よ
り
洗
礼
の
記
念
に
と
贈
ら
れ

た
「
お
恵
み
の
聖
母
」
と
い
わ
れ
る
マ

リ
ア
像
を
火
の
中
に
く
べ
、
真
っ
赤
に

焼
け
た
と
こ
ろ
を
金
槌
で
叩
き
潰
し
、

雪
の
中
に
放
り
投
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

人
間
に
見
捨
て
ら
れ
て
も
、
神
は
人
間

を
見
捨
て
な
い
、
の
ち
に
マ
リ
ア
像
を

捨
て
た
老
人
は
立
派
な
信
徒
と
し
て
亡

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
一
族
か
ら
は
、
司
祭
、
修
道
女

が
出
て
お
り
ま
す
。
50
周
年
の
記
念
ミ

サ
の
中
で
司
教
様
も
同
じ
よ
う
な
例
に

つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ

の
マ
リ
ア
像
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道

士
と
な
っ
た
故
ヨ
ゼ
フ
児
玉
敏
さ
ん
か

ら
、
家
族
で
住
ん
だ
滝
川
教
会
に
と
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

（
滝
川
教
会
・
濱
本
和
子
）

ダイヤモンド祝
アシジのフランシスコ
久保寺緑郎師（札幌教区司祭）
1934年6月18日生89歳
1963年3月21日叙階後、雪の
聖母園に赴任、その後北1条・
北広島・山鼻助任、三笠・新
田・夕張・湯川・花川・北26
条・北1条主任。雪の聖母園
や花川マリア幼稚園園長も歴
任、現在新田教会協力司祭。

おめでとうございます

金祝
洗礼者ヨハネ
ハンス ユーゲン・マルクス師
1944年7月7日生79歳
ドイツ生まれ。1965年神言修
道会入会、1973年9月8日叙
階。1975年南山大学着任。南
山大学学長、南山学園理事長、
南山大学附属小学校校長歴任。
2017年藤女子大学学長着任、
現在に至る。

金祝
アンドレア
齋藤 巍師（厳律シトー会）
1944年11月25日生78歳
中国河北省生まれ。1973年1
1月3日叙階。2000年1月2日
入会。2007年9月9日盛式誓
願。函館トラピスチヌ修道院
チャプレン、通訳、典礼、病
室係等を受け持つ。

シャルトル聖パウロ修道女会
来日１４５周年

滝
川
教
会
50
周
年
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委 員 会 名 等 役員・委員名 任期 備 考

宗教法人責任役員

勝 谷 太 治 司 教 教区長 代表役員
今 田 玄 五 師

３年

司教総代理

祐 川 郁 生 師

佐 藤 謙 一 師

教区顧問会

今 田 玄 五 師

５年

司教総代理
上 杉 昌 弘 師

祐 川 郁 生 師

佐 藤 謙 一 師

ラ イ ヤ 師
間 野 正 孝 師

松 村 繁 彦 師 事務局長

教区司祭評議会

司教総代理 今 田 玄 五 師

３年

司教総代理
事務局長 松 村 繁 彦 師 事務局長

札幌地区 ◎ 佐 藤 謙 一 師 地区長

間 野 正 孝 師
北見地区 内 藤 孝 文 師 地区長代理

釧路地区 川 上 剛 師 地区長

旭川地区 佐 久 間 力 師 地区長

長 尾 俊 宏 師
苫小牧地区 蓑 島 克 哉 師 地区長

ラ イ ヤ 師

函館地区 祐 川 郁 生 師 地区長

教区宣教司牧評議会
司教総代理 今 田 玄 五 師

２年

司教総代理

事務局長 松 村 繁 彦 師 事務局長

札幌地区 佐 藤 謙 一 師 地区長

後 藤 義 信 師

間 野 正 孝 師
北見地区 内 藤 孝 文 師 地区長代理

釧路地区 川 上 剛 師 地区長

旭川地区 ◎ 佐 久 間 力 師 地区長

ナ ル チ ゾ 師
苫小牧地区 蓑 島 克 哉 師 地区長

ラ イ ヤ 師

函館地区 祐 川 郁 生 師 地区長

教区委員会
財政委員会 松 村 繁 彦 師

２年

事務局長 教区会計

青少年委員会 佐 藤 謙 一 師

佐 久 間 力 師

教区神学生養成委員会 祐 川 郁 生 師

◎ 佐 藤 謙 一 師
蓑 島 克 哉 師

典礼委員会 ラ イ ヤ 師 苫小牧地区

佐 藤 謙 一 師 札幌地区

祐 川 郁 生 師 函館地区
今 田 玄 五 師 旭川地区

川 上 剛 師 釧路地区

◎ 上 杉 昌 弘 師 北見地区

広報委員会 松 村 繁 彦 師

聖書委員会 蓑 島 克 哉 師
社会委員会

難民移住移動者委員会 祐 川 郁 生 師

ベトナム人司牧担当 チャ ン ・タ ン ・ラ ム 師

カリタス・ジャパン 松 村 繁 彦 師
札幌カリタス 佐 藤 謙 一 師

正義と平和協議会 蓑 島 克 哉 師

エキュメニカル 蓑 島 克 哉 師

月例関係

月例静修委員会 新 海 雅 典 師
２年蓑 島 克 哉 師

佐 久 間 力 師

その他
ハラスメント対応デスク 担当 松 村 繁 彦 師

ハラ スメ ント 対応 デス ク 対 応委 員会 担 当 司 祭 を 置 く （非公表対応）

2023年度 教区関係機関 担当司祭一覧
◎運営委員長 2023 年5月1日 現在
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収入の部
勘定 科目 予 算額 決 算額 摘要

分 担金 収入 8 0, 920 ,0 00 8 0,4 65 ,00 0
教区 本部 分担 金（ 札幌 地区 ） 5 4, 000 ,0 00 5 3,5 00 ,00 0 減 額
教区 本部 分担 金（ 苫小 牧地 区） 5, 690 ,0 00 5,6 90 ,00 0
教区 本部 分担 金（ 旭川 地区 ） 7, 190 ,0 00 7,2 35 ,00 0 過 年度 1 翌年 払1
教区 本部 分担 金（ 釧路 地区 ） 3, 310 ,0 00 3,3 10 ,00 0
教区 本部 分担 金（ 函館 地区 ） 9, 030 ,0 00 9,0 30 ,00 0
教区 本部 分担 金（ 北見 地区 ） 1, 700 ,0 00 1,7 00 ,00 0

一般 寄付 金 1 4, 000 ,0 00 6,3 93 ,98 5 白 石墓 献金 ・ト ラピ スト ・葬 儀香 典他
司祭 寄付 金 0 2,1 00 ,00 0 司 祭2
広報 の日 献金 振替収 入 400 ,0 00 3 11 ,69 8 広 報の 日献 金収 入の 50 ％
難民 移住 移動 の日献 金振 替収 入 400 ,0 00 3 45 ,55 9 移 住移 動献 金収 入の 50 ％
その 他援 助金 収入 0 0
受取 利息 配当 金収入 1 ,0 00 33 7
賃貸 料収 入 3, 600 ,0 00 3,6 21 ,73 2 カ トリ ック 学園 事務 所家 賃・ 電柱 土地代
保険 料収 入 0 0
特定 積立 金取 崩収入 （一 般口 ） 7, 000 ,0 00 2,0 00 ,00 0
特定 積立 金取 崩収入 （青 少年 ） 0 0
特定 積立 金取 崩収入 （管 理口 ） 7, 000 ,0 00 7,8 87 ,06 6 管 理人 件費 ・光 熱費 分
特定 積立 金取 崩収入 （司 祭口 ） 0 2,3 00 ,00 0 司祭 車両 手当 1/ 2
退職 積立 金取 崩収入 7, 530 ,0 00 7,5 30 ,00 0 退職 1名 分
祭儀 献金 振替 収入 3 2, 000 ,0 00 3 7,2 43 ,35 0 司 祭・ フラ ンシ スコ 会よ り
未収 入金 0 0
前年 度未 収入 金 0 0
雑収 入 15 ,0 00 3 10 ,00 0 移 住者 連帯 NW 職員 派遣 謝金

計 15 2, 866 ,0 00 15 0,5 08 ,72 7
前年 度繰越 金 5, 193 ,2 22 5,1 93 ,22 2

合 計 15 8, 059 ,2 22 15 5,7 01 ,94 9

支出の部
勘定 科目 予 算額 決 算額 摘 要

宗 教活 動費 支出 6, 920 ,0 00 4,5 08 ,69 5
祭儀 費 500 ,0 00 2,7 37 ,67 4 式 次第 ・ホ スチ ア・ 司祭 葬儀 他
図書 資料 費 200 ,0 00 1 23 ,93 1 カ トリ ック 新聞 ・NH K他
教区 宣教 活動 費 4, 920 ,0 00 9 60 ,58 3 正 平協 ・青 年の 家・ 教区 宣司 評他
国際 協力 活動費 1, 300 ,0 00 6 86 ,50 7 移 住移 動者 委員 会

一 般寄 付金 支出 2 1, 800 ,0 00 2 1,6 05 ,67 5 フ ラン シス コ会 へ
宣 教省 献金 支出 1, 000 ,0 00 1,0 00 ,00 0
分 担金 支出 1, 550 ,0 00 1,5 50 ,00 0

中央 協議 会分 担金 950 ,0 00 9 50 ,00 0
東京 管区 裁判所 経費 分担 金 100 ,0 00 1 00 ,00 0
放送 分担 金 500 ,0 00 5 00 ,00 0 こ ころ のと もし び

本 部援 助金 支出 0 0
人 件費 支出 8 0, 350 ,0 00 7 5,8 53 ,64 1

本部 司祭 給与 5 2, 000 ,0 00 4 8,7 01 ,25 0 給 与2 0名 ・車 両手 当1 6名
本部 司祭 法定 福利 費 5, 600 ,0 00 4,5 13 ,53 5
本部 職員 給与 1 3, 220 ,0 00 1 3,1 90 ,52 0 職 員3 名・ パー ト2 名（ 内1名 北1 条と 折半 ）
本部 職員 法定 福利 費 2, 000 ,0 00 1,9 18 ,33 6
退職 金 7, 530 ,0 00 7,5 30 ,00 0 退 職1 名

運 営管 理費 支出 2 3, 195 ,0 00 2 4,6 24 ,71 9
業務 委託 費 9, 100 ,0 00 9,3 87 ,80 5 賄 い・ 清掃 費・ 会計 ライ セン ス・ 除雪他
施設 設備 修繕費 300 ,0 00 1 45 ,11 2 セ ンタ ー排 水設 備・ 配管 凍結 修理 他
備品 修繕 費 0 58 ,52 0 ソ フト 保守
墓地 管理 料 400 ,0 00 8 01 ,35 0 白 石墓 プレ ート
損害 保険 料 670 ,0 00 5 83 ,55 0 火 災保 険料 ・賠 償責 任保 険料
消耗 品費 1, 000 ,0 00 1,1 14 ,79 2 ソ フト ・P C利用 料・ コピ ー他
通信 運搬 費 1, 000 ,0 00 1,0 12 ,07 4 電 話・ FA X ・ネ ット 他
会議 費 200 ,0 00 29 ,44 5 7 回
渉外 費 200 ,0 00 1 42 ,33 0 大 分叙 階祝 ・中 央協 他
慶弔 費 100 ,0 00 37 ,51 0 教 区司 祭花 代・ 弔電
旅費 交通 費 500 ,0 00 6 75 ,03 6 司 教司 祭出 張・ 会議 旅費
光熱 水費 4, 600 ,0 00 5,3 41 ,47 8 電 気・ 水道 ・ガ ス
租税 公課 50 ,0 00 15 ,97 0 印 紙税 他
報酬 手数 料 2, 500 ,0 00 3,0 37 ,52 8 会 計士 ・社 労士 ・振 込料 他
賃借 料 1, 225 ,0 00 7 16 ,99 8 電 話機 ・P C・複 合機 他
車両 費 400 ,0 00 4 68 ,60 0 ガ ソリ ン代
広報 費 500 ,0 00 6 78 ,70 0 教 区N EW S4 回
福利 厚生 費 440 ,0 00 3 54 ,54 6 司 祭職 員健 康診 断他
雑費 10 ,0 00 23 ,37 5 ゴ ミ処 理他

建 物取 得支 出 0 0
建 物付 属設 備支 出 0 0
構 築物 取得 支出 0 0
機 器備 品取 得支出 300 ,0 00 6 26 ,45 0 給 与ソ フト
退 職金 積立 支出 750 ,0 00 7 50 ,00 0 職 員退 職積 立3 名
営 繕等 積立 金組 入支 出 1 5, 000 ,0 00 1 5,0 00 ,00 0 セ ンタ ー営 繕積 立
予 備費 7, 194 ,2 22 0

計 15 8, 059 ,2 22 14 5,5 19 ,18 0
次 年度 繰越 金 0 1 0,1 82 ,76 9

合 計 15 8, 059 ,2 22 15 5,7 01 ,94 9

 2022年度 カトリック札幌司教区本部一般会計 決算書
 （ 2022年4月1日～2023年3月31日 ）
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２
０
２
３
年
５
月
31
日
10
時
よ
り
、

札
幌
北
26
条
教
会
に
お
い
て
「
聖
母

に
捧
げ
ら
れ
た
教
会
で
の
特
別
な
祈

り
」
が
行
わ
れ
た
。
（
写
真
左
上
）

当
日
は
晴
天
の
中
、
札
幌
地
区
全

域
か
ら
信
徒
・
修
道
者
・
司
祭
の
お

よ
そ
百
名
が
集
ま
っ
た
。
北
26
条
教

会
は
「
北
の
国
の
聖
母
」
の
教
会
。

祈
り
の
会
の
冒
頭
に
勝
谷
太
治
司
教

が
挨
拶
の
中
で
「
シ
ノ
ド
ス
の
意
向

に
従
っ
て
捧
げ
ら
れ
る
今
日
の
祈
り

は
、
本
来
的
な
教
会
の
動
き
に
聖
母

マ
リ
ア
の
祈
り
の
支
え
が
必
要
」
、

「
と
も
に
祈
り
歩
ん
で
い
け
る
よ
う

皆
さ
ん
と
共
に
祈
り
た
い
」
と
語
ら

れ
た
。
聖
母
訪
問
の
祝
日
に
あ
た
り
、

ロ
ザ
リ
オ
の
喜
び
の
玄
義
で
一
環
を

参
加
者
で
唱
え
、
そ
の
後
に
ミ
サ
を

捧
げ
た
。

ミ
サ
の
中
で
勝
谷
司
教
は
「
バ
チ

カ
ン
か
ら
要
求
さ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
何
か
宿

題
を
こ
な
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
シ
ノ

ド
ス
は
教
会
の
本
来
の
姿
を
取
り
戻

す
働
き
で
あ
っ
て
、
終
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
。
ま
た
「
開
か
れ

た
教
会
と
は
、
具
体
的
に
出
向
い
て

い
く
宣
教
ス
タ
イ
ル
だ
け
の
事
で
は

な
く
、
す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
教
会

の
姿
で
す
。
私
た
ち
は
そ
こ
に
奉
仕

を
す
る
の
で
す
。
」
と
語
ら
れ
た
。

こ
の
言
葉
を
受
け
て
、
参
加
者
一
人

一
人
が
マ
リ
ア
様
の
取
り
次
ぎ
を
願
っ

た
ひ
と
時
と
な
っ
た
。
（
松
村
繁
彦
）

ま
た
、
「
無
原
罪
の
聖
マ
リ
ア
」

旭
川
六
条
教
会
に
お
い
て
も
同
日
10

時
よ
り
長
尾
俊
宏
師
司
式
に
よ
り
祈

り
と
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ
た
。
（
写
真

左
下
）
２
週
間
前
か
ら
市
内
３
教
会

に
呼
び
か
け
15
名
が
集
ま
っ
た
。

（
旭
川
五
条
教
会
・
荒
木
関
充
）

カ
ト
リ
ッ
ク
恵
庭
教
会
に
ボ
ナ
ヴ
ェ

ン
ト
ゥ
ラ
・
蓑
島
克
哉
神
父
が
お
い

で
に
な
っ
て
２
か
月
、
６
月
11
日
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
巡
礼
団
を
お
迎

え
す
る
運
び
と
な
り
、
20
名
を
超
え

る
巡
礼
団
と
共
に
、
総
勢
50
名
ほ
ど

の
キ
リ
ス
ト
信
者
が
キ
リ
ス
ト
の
聖

体
の
ミ
サ
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
の
日
に
は
集
会
祭
儀
司
会
者
の

任
命
式
と
、
蓑
島
神
父
の
歓
迎
会
も

重
な
り
、
恵
庭
教
会
と
し
て
末
永
い

思
い
出
と
な
る
に
違
い
な
い
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

歓
迎
会
で
は
、
蓑
島
神
父
の
司
祭

召
命
の
い
き
さ
つ
の
お
話
や
、
新
し

く
恵
庭
教
会
に
お
い
で
に
な
っ
た
方
々

の
自
己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
定
年

退
職
を
機
に
恵
庭
の
地
に
越
し
て
こ

ら
れ
た
ご
夫
婦
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
生
ま

れ
の
ご
婦
人
の
（
教
会
と
の
出
逢
い

の
）
お
話
に
は
驚
か
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
し
ば
ら
く
ぶ

り
に
ご
聖
体
を
拝
領
さ
れ
た
ご
婦
人

と
恵
庭
教
会
の
古
く
か
ら
の
信
徒
と

の
数
奇
な
つ
な
が
り
も
明
ら
か
に
な

り
こ
れ
ま
た
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
恵
庭
教
会
の
信
徒
の
様
々
な

召
命
物
語
の
分
か
ち
合
い
も
行
わ
れ
、

そ
の
よ
う
な
分
か
ち
合
い
は
、
振
り

返
っ
て
み
れ
ば
こ
れ
ま
で
に
な
く
、

大
変
新
鮮
な
も
の
で
し
た
。
す
べ
て

は
神
の
ご
計
画
と
思
わ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
一
日
。
出
逢
い
、
出
逢
わ
さ

れ
の
日
曜
日
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
神
の
導
き
の
も
と
、
蓑
島

神
父
と
一
緒
に
変
わ
ら
ず
活
動
を
続

け
て
参
り
ま
す
。
ほ
ん
の
一
日
の
出

来
事
の
振
り
返
り
に
は
過
ぎ
ま
せ
ん

が
最
近
の
活
動
報
告
に
代
え
る
こ
と

と
致
し
ま
す
。

（
恵
庭
教
会
・
髙
橋
秀
樹
）

６
月
18
日
日
曜
日
に
、
３
年
振
り

に
御
食
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
御
赤
飯
と
ご
飯
の
２

チ
ョ
イ
ス
と
、
唐
揚
げ
、
昆
布
の
佃

煮
、
胡
瓜
の
香
物
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、

フ
キ
の
煮
物
、
御
味
噌
汁
と
、
ま
る

で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
よ
う
で
し
た
。

約
30
名
の
方
々
、
今
ま
で
参
加
し

て
下
さ
ら
な
か
っ
た
方
々
、
ベ
ト
ナ

ム
人
な
ど
、
大
勢
が
笑
顔
の
内
に
食

事
と
互
い
の
交
流
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
有
志
の
御
婦
人
方
が
準

備
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
月
一
回
の

開
催
で
、
そ
の
他
の
日
曜
日
は
、
お

茶
会
の
予
定
で
す
。
７
月
は
、
神
父

が
腕
を
振
る
っ
て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
で

も
て
な
し
ま
す
。
（
加
藤
鐵
男
神
父
）

聖
母
に
捧
げ
ら
れ
た
教
会
で
の
特
別
な
祈
り

コ
ロ
ナ
後
の
恵
庭
教
会

お
食
事
処
再
開
・
帯
広
教
会
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も
う
30
年
以
上
も
前
の
話
し
だ
が
、

二
風
谷
の
故
萱
野
茂
氏
宅
で
お
茶
を
ご

ち
そ
う
に
な
っ
て
い
た
時
、
「
こ
の
村

に
ア
イ
ヌ
の
子
供
た
ち
の
保
育
園
を
建

て
た
い
と
思
う
。
そ
こ
で
ア
イ
ヌ
語
を

使
っ
て
教
育
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

カ
ト
リ
ッ
ク
さ
ん
で
そ
れ
を
運
営
し
て

も
ら
え
ん
か
な
」
と
い
う
提
案
を
受
け

た
。
早
速
地
主
司
教
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
「
実
際
に
ア
イ
ヌ
語
を
常
用
と
な

る
と
厚
生
省
が
許
可
し
な
い
だ
ろ
う
」

と
言
わ
れ
た
。
札
幌
教
区
は
北
海
道
全

体
を
宣
教
司
牧
の
範
囲
と
し
て
い
る
が
、

ア
イ
ヌ
民
族
と
の
交
わ
り
は
ほ
と
ん
ど

持
て
て
い
な
い
。

か
つ
て
私
が
担
当
司
祭
を
し
て
い
た

正
義
と
平
和
委
員
会
の
時
代
に
は
、
全

国
大
会
を
札
幌
で
何
度
か
開
催
し
た
際
、

必
ず
ア
イ
ヌ
民
族
の
代
表
者
を
招
い
て

基
調
講
演
を
し
て
戴
き
、
更
に
分
科
会

や
現
地
学
習
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
た
。

残
念
な
が
ら
現
在
は
メ
ン
バ
ー
の
高
齢

化
が
進
み
、
か
つ
て
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
活
動
は
影
を
潜
め
て
い
る
。

さ
て
こ
こ
数
カ
月
に
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
「
ア
イ
ヌ
人
骨
盗
掘
問
題
」
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
き
た
。
か
つ
て
北
大
な
ど

を
中
心
に
北
海
道
各
地
の
ア
イ
ヌ
墓
地

か
ら
「
民
族
学
的
研
究
」
の
名
の
も
と

に
ア
イ
ヌ
人
骨
の
盗
掘
が
横
行
し
、
副

葬
品
迄
持
ち
去
ら
れ
た
歴
史
が
あ
っ
た
。

友
人
の
故
小
川
隆
吉
氏
は
、
盗
掘
さ
れ

た
ア
イ
ヌ
人
骨
が
北
大
の
〝
動
物
学
教

室
内
で
オ
オ
カ
ミ
や
熊
の
骨
と
一
緒
に

木
箱
に
放
置
〟
さ
れ
て
い
る
事
を
知
り
、

厳
重
に
抗
議
さ
れ
た
事
も
あ
り
、
校
内

に
納
骨
堂
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ

ら
北
大
を
始
め
全
国
の
国
立
大
学
等
に

「
保
管
」
さ
れ
て
い
た
約
千
六
百
体
と

言
わ
れ
る
盗
掘
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
人
骨
は
、

ア
イ
ヌ
側
の
裁
判
に
よ
っ
て
一
部
は
返

還
さ
れ
た
が
、
大
部
分
は
白
老
の
「
ウ

ポ
ポ
イ
（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）
」
の

納
骨
施
設
に
「
都
合
よ
く
収
納
」
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
盗
掘
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
人
骨

に
つ
い
て
、
北
大
等
国
立
大
学
か
ら
は
、

そ
の
歴
史
的
犯
罪
性
に
つ
い
て
何
ら
学

問
的
良
心
に
基
づ
く
謝
罪
は
全
く
無
い

ま
ま
で
あ
る
。

さ
て
現
在
、
浦
幌
町
の
ア
イ
ヌ
民
族

が
強
く
訴
え
て
い
る
「
鮭
（
カ
ム
イ
チ
ェ

プ
）
の
捕
獲
」
や
、
「
エ
ゾ
鹿
（
ユ

ク
ㇰ）
の
狩
猟
」
の
権
利
回
復
の
課
題
が

未
解
決
の
ま
ま
横
た
わ
っ
て
い
る
。
国

と
北
海
道
は
、
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
を
侵
略

し
て
奪
い
、
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
抑
圧
し

て
き
た
歴
史
を
悔
い
改
め
て
、
「
ア
イ

ヌ
民
族
と
の
真
の
和
解
と
共
生
を
目
指

す
社
会
」
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
に
ち
私
た
ち
和
人
は
「
シ
ャ
モ
」
と

ア
イ
ヌ
の
人
々
か
ら
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

数
百
年
前
の
出
会
い
の
時
に
は
「
シ
サ

ム
（
隣
人
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
再

び
そ
の
名
で
呼
ば
れ
る
に
値
す
る
友
好

的
な
時
代
を
築
く
こ
と
を
夢
見
て
、
こ

の
稿
を
結
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
イ
ヌ
民
族
と
の
共
生
を
目
指
し
て

最
終
回

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
何
が
で
き
る
か

カ
ト
リ
ッ
ク
小
樽
教
会

新
海
雅
典
神
父

クリプト札幌 白 石 共 同 墓

札幌市白石区平和通10丁目北5-1
札幌市白石本通墓地

カトリック札幌司教区納骨堂

札幌教区カトリックセンター地下
家族壇568区画・合葬壇730
天候問わずいつでも墓参可能

お問い合わせ 〒060-0031 札幌市中央区北一条東6丁目10 札幌司教区本部事務局
電話 ■白石共同墓：011-241-2785 ■クリプト札幌：011-221-4244
いずれも平日9:00～17:00 （土曜日曜祝日及び夏季冬季休業を除く）

札幌教区の司祭・修道者・信徒なら
びにその家族を対象とした合葬墓

■■お願い■■
お盆を控え墓参の機会
も増える頃を迎えまし
た。納骨式及び墓参の
際に飾る供花等は、終
了後必ずお持ち帰りく
ださい。できるだけゴ
ミ置き場に捨てず、美
化にご協力ください。

台湾の先住民族の曽健次カトリック
司教（前列中央）を招いての交流会

札
幌
市
白
石
本
通
墓
地
の
一
角
に

あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
札
幌
教
区
白
石
共

同
墓
（
カ
ロ
ー
ト
）
は
ま
も
な
く
充

溢
す
る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
２
年
よ

り
増
設
計
画
を
進
め
て
い
た
が
、
２

０
２
３
年
６
月
22
日
完
成
し
た
。

増
設
カ
ロ
ー
ト
は
立
位
で
納
骨
す

る
方
式
の
た
め
、
高
さ
２
メ
ー
ト
ル

余
り
の
構
築
物
（
写
真
右
）
と
な
っ

て
い
る
。
９
月
24
日
合
同
墓
参
で
祝

別
式
を
行
い
、
現
カ
ロ
ー
ト
が
充
溢

し
た
後
使
用
を
開
始
す
る
予
定
。

白
石
共
同
墓
増
設
完
成
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去
る
４
月
22
日
、
同
校
体
育
館
に

て
標
記
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。
１

９
５
３
年
創
立
さ
れ
た
旭
川
藤
女
子

高
等
学
校(

藤
学
園)

は
、
２
０
１
９

年(

学)

北
海
道
カ
ト
リ
ッ
ク
学
園

(

勝
谷
太
治
理
事
長)

に
引
き
継
が
れ
、

校
名
を
旭
川
藤
星
高
等
学
校
と
改
め

る
の
と
同
時
に
共
学
化
し
た
。
以
後
、

順
調
に
生
徒
数
も
増
え
て
い
る
。

式
典
第
一
部
は
、
聖
歌
や
聖
書
朗

読
、
勝
谷
理
事
長
の
祝
詞
な
ど
に
よ

る
「
み
こ
と
ば
の
祭
儀
」
形
式
で
行

わ
れ
、
生
徒
た
ち
に
よ
る
聖
歌
の
歌

声
は
若
々
し
く
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束

し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

式
典
第
二
部
で
は
山
本
周
男
校
長

が
、
変
化
の
激
し
い
時
代
に
あ
る
か

ら
こ
そ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
価
値
観
に

学
び
、
カ
ト
リ
ッ
ク
校
が
も
つ
使
命

を
果
た
す
こ
と
の
意
義
を
強
調
さ
れ

た
。
続
い
て
今
津
寛
介
市
長
や(

学)

藤
学
園
永
田
淑
子
理
事
長
の
来
賓
祝

辞
や
生
徒
代
表
芳
賀
翔
太
君
に
よ
る

決
意
表
明
が
あ
り
、
共
に
さ
ら
な
る

飛
躍
を
誓
い
合
う
式
典
と
な
っ
た
。

(

品
田
典
子)

「
ピ
ー
ス
９
の
会
月
寒
」
「
ピ
ー

ス
９
の
会
は
ま
な
す
」
主
催
、
カ
ト

リ
ッ
ク
札
幌
教
区
正
義
と
平
和
協
議

会
共
催
に
よ
る
憲
法
講
演
会
が
、
６

月
10
日
13
時
半
よ
り
、
札
幌
教
区
カ

ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
会

場
52
名
、
ズ
ー
ム
32
名
、
計
84
名
の

参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は

清
末
愛
砂
氏
（
室
蘭
工
業
大
学
大
学

院
研
究
科
教
授
・
憲
法
学
）
。

講
演
は
、
岸
田
政
権
が
閣
議
決
定

し
た
「
安
保
３
文
書
」
の
解
説
を
中

心
に
行
わ
れ
、
清
末
氏
は
、
①
国
家

安
全
保
障
戦
略
（
２
０
１
３
年
策
定
）

は
、
「
積
極
的
軍
事
主
義
」
へ
、
②

防
衛
大
綱
（
２
０
１
８
年
策
定
）
は
、

「
国
家
防
衛
戦
略
」
へ
、
③
中
期
防

衛
計
画
（
２
０
１
８
年
）
は
「
防
衛

力
整
備
計
画
」
へ
、
よ
り
鮮
明
に
、

そ
れ
ぞ
れ
完
全
に
軍
事
力
に
依
拠
し

た
方
針
を
提
出
し
た
恐
ろ
し
い
事
態

で
あ
る
と
強
調
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、

憲
法
の
平
和
主
義
を
支
え
る
「
憲
法

９
条
」
と
家
庭
生
活
に
お
け
る
個
人

の
尊
厳
を
守
る
「
憲
法
24
条
」
を
守

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
私
た
ち
の
住
む
北
海
道

は
、
沖
縄
と
共
に
米
軍
と
自
衛
隊
の

「
共
同
使
用
」
が
増
加
し
て
い
る
。

「
米
軍
と
一
体
化
で
は
な
く
、
一
部

化
」
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、

改
め
て
、
「
安
保
３
文
書
」
等
、
岸

田
政
権
の
「
軍
拡
の
動
き
」
を
注
視

し
、
明
確
に
「
ノ
ー
」
を
突
き
付
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴

え
ら
れ
た
。

（
ピ
ー
ス
９
の
会
月
寒
・
山
口
雄
司
）

日
中
戦
争
の
直
接
の
契
機
と
な
っ

た
盧
溝
橋
事
件
が
起
こ
っ
た
の
は
、

１
９
３
７
年
７
月
７
日
で
し
た
。
７
・

７
平
和
集
会
は
、
１
９
８
５
年
８
月

15
日
に
故
中
曽
根
首
相
が
靖
国
神
社

を
公
式
参
拝
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
改
め
て
ア
ジ
ア
の
平
和
を
願
い
、

日
本
の
軍
拡
に
反
対
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
１
９
８
６
年
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
今
年
は
第
38

回
目
を
迎
え
た
こ
の
集
会
の
大
き
な

意
義
は
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
こ
の

日
の
た
め
だ
け
に
協
力
し
て
行
う
と

い
う
点
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
正
義

と
平
和
協
議
会
が
そ
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

昨
年
行
っ
た
集
会
の
質
疑
応
答
の

時
、
小
学
校
の
先
生
か
ら
こ
ん
な
声

が
あ
り
ま
し
た
。
「
今
、
子
ど
も
た

ち
に
平
和
を
教
え
る
の
が
難
し
い
。
」

こ
の
言
葉
が
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

の
心
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

今
年
は
平
和
教
育
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
先
生
に
お
話
を
伺
え
な
い
か

と
探
し
、
北
海
道
江
別
高
等
学
校
定

時
制
課
程
で
教
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

飯
塚
正
樹
さ
ん
に
講
演
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
18
歳
選
挙
権
の
話
な

ど
、
彼
ら
の
今
の
生
活
に
あ
る
身
近

な
出
来
事
と
政
治
や
歴
史
を
ど
の
よ

う
に
関
連
付
け
て
教
え
て
い
る
か
を

中
心
に
お
話
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
な
ぜ
？
」
「
何
の
た
め
に
？
」
そ

ん
な
問
い
か
け
を
与
え
、
自
分
事
と

し
て
自
分
で
考
え
る
こ
と
を
繰
り
返

し
伝
え
て
い
ま
す
。

会
場
に
集
ま
っ
た
大
人
た
ち
に
こ

ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
「
若
い

人
が
選
挙
に
行
か
な
い
か
ら
、
政
策

が
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
も
の
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
」
飯
塚
さ

ん
の
回
答
は
、
「
高
齢
者
の
政
策
が

う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
」

「
選
挙
に
行
か
な
い
の
は
若
い
人
だ

け
で
す
か
？
」
と
い
う
問
い
が
続
き
、

働
き
か
け
る
の
は
若
い
人
だ
け
で
は

な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
飯
塚
さ
ん
が
力
を
入
れ

て
い
る
も
の
の
一
つ
が
「
労
働
教
育
」

で
し
た
。
教
員
自
身
が
の
び
の
び
と

し
た
環
境
で
子
ど
も
た
ち
に
接
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
、
働
く

こ
と
が
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
な
労

働
環
境
を
守
る
た
め
に
教
職
員
組
合

の
仕
事
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
（
札
幌
教
区
正
義

と
平
和
協
議
会
・
西

千
津
）

「
戦
争
と
平
和
」

～
私
た
ち
が
学
び

次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
～

７
・
７
平
和
集
会
報
告

憲
法
講
演
会

「
安
保
３
文
書
と
憲
法
９
条
」

旭
川
藤
星
高
等
学
校

創
立
70
周
年
記
念
式
典



9

６
月
29
日
午
前
８
時
34
分
、
札
幌
心
臓
血

管
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
て
神
様
の
み
も
と
に
召

さ
れ
ま
し
た
。
88
歳
。

【
略
歴
】

１
９
３
４
年
10
月
12
日
生
ま
れ

１
９
３
４
年
10
月
15
日
受
洗

１
９
５
６
年
４
月
６
日
入
会

１
９
６
３
年
８
月
12
日
終
生
誓
願

２
０
１
８
年
11
月
３
日
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝

６
月
30
日
午
後
８
時
53
分
、
月
形
藤
の
園

に
て
神
様
の
み
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

95
歳
。

【
略
歴
】

１
９
２
７
年
12
月
20
日
生
ま
れ

１
９
５
２
年
８
月
14
日
受
洗

１
９
５
６
年
９
月
15
日
入
会

１
９
６
４
年
９
月
23
日
終
生
誓
願

２
０
１
８
年
11
月
３
日
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝

◆
厳
律
シ
ト
ー
会

６
月
24
日
午
前
10
時
22
分
、
函
館
市
内
の

病
院
に
て
神
様
の
み
も
と
に
召
さ
れ
ま
し

た
。
84
歳
。

【
略
歴
】

１
９
３
９
年
１
月
17
日
生
ま
れ

１
９
６
０
年
８
月
15
日
受
洗

１
９
８
８
年
９
月
25
日
入
会

１
９
９
４
年
４
月
８
日
盛
式
誓
願
宣
立

◆
殉
教
者
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
の

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

５
月
13
日
朝
、
花
川
マ
リ
ア
院
に
て
神
様

の
み
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
96
歳
。

【
略
歴
】

１
９
２
７
年
３
月
18
日
生
ま
れ

１
９
５
５
年
８
月
15
日
受
洗

１
９
５
７
年
３
月
30
日
入
会

１
９
６
４
年
９
月
23
日
終
生
誓
願

２
０
１
９
年
11
月
２
日
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝

Sr.M.セレナ
吉田 ミヱ

Sr.M.クレメンス

ニーハウス

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
札
幌

か
ら
少
し
離
れ
た
所
で
働
く
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
女
性
Ａ
さ
ん
の
相
談
を
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
が
で
き
る
大
学
の
先
生
経
由

で
受
け
た
。
Ａ
さ
ん
は
「
技
能
実
習
」

で
４
年
間
、
本
州
で
働
き
、
も
っ
と
違

う
仕
事
を
し
た
い
と
「
特
定
技
能
」
と

い
う
在
留
資
格
を
得
て
、
４
月
に
北
海

道
へ
来
て
い
た
。
し
か
し
、
雇
用
主
の

強
い
口
調
に
身
体
が
動
か
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
10
年
ほ
ど
前
に
Ｄ
Ｖ
を
受

け
た
彼
を
思
い
出
し

て
し
ま
っ
た
の
だ
。

Ａ
さ
ん
は
、
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
だ
っ
た
。
本

州
で
働
い
て
い
た
時
、

シ
フ
ト
の
勤
務
だ
っ

た
の
で
、
日
曜
日
は

必
ず
休
み
で
は
な
か
っ

た
。
休
み
だ
っ
た
と
し
て
も
近
く
に
教

会
は
な
か
っ
た
の
で
、
一
番
近
い
教
会

へ
行
っ
て
も
ミ
サ
が
終
わ
っ
て
い
る
時

間
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
曜
日
に
は

必
ず
母
親
が
今
日
の
福
音
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

送
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
毎
回
母
親
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
が

彼
女
の
生
活
を
支
え
て
い
た
。
札
幌
で

保
護
を
し
て
、
日
本
で
初
め
て
ミ
サ
に

与
っ
た
時
、
彼
女
は
本
当
に
嬉
し
そ
う

だ
っ
た
。

私
が
外
国
人
の
支
援
を
す
る
場
合
に

た
く
さ
ん
の
仲
間
が
い
る
こ
と
は
、
教

区
ニ
ュ
ー
ス
第
37
号
に
書
い
た
が
、
そ

の
連
携
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
る
。

Ａ
さ
ん
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
札
幌
市

内
の
市
民
団
体
と
３
カ
年
の
協
定
を
取

り
交
わ
し
、
女
性
限
定
に
は
な
る
が
、

保
護
で
き
る
環
境
が
で
き
た
。
も
ち
ろ

ん
男
性
を
保
護
で
き
る
場
所
が
別
途
あ

る
こ
と
も
知
っ
た
。
加
え
て
こ
れ
ま
で

な
か
な
か
関
わ
り
を
持
て
な
か
っ
た
全

道
を
ベ
ー
ス
と
し
た
労
働
組
合
と
の
連

携
に
も
Ａ
さ
ん
を
き
っ
か
け
に
初
め
て

取
り
組
む
こ
と
が

で
き
た
。
Ａ
さ
ん

は
、
５
年
近
く
日

本
に
い
る
け
れ
ど
、

日
本
語
が
あ
ま
り

で
き
な
か
っ
た
の

で
、
「
や
さ
し
い

日
本
語
」
の
実
践

は
、
こ
れ
か
ら
支
援
に
関
わ
っ
て
く
だ

さ
る
方
に
も
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

神
の
計
ら
い
は
、
わ
か
ら
な
い
。

み
な
さ
ん
の
周
り
に
も
い
ろ
い
ろ
な

人
が
い
る
は
ず
で
あ
る
。
け
っ
し
て
一

人
で
頑
張
ら
な
い
で
欲
し
い
。
支
援
は
、

一
人
で
は
で
き
な
い
。
上
か
ら
下
へ
の

施
し
は
で
き
て
も
支
援
に
は
繋
が
ら
な

い
。
寄
り
添
い
、
共
に
立
ち
上
が
る
た

め
に
手
を
広
げ
て
、
誰
か
と
繋
が
っ
て

欲
し
い
。

（
札
幌
教
区
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
・

西

千
津
）

他
団
体
と
の
連
携

フランシスコ
田中寅男修道士

７
月
６
日
午
前
２
時
40
分
、
月
形
町
立
病

院
に
て
神
様
の
み
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

86
歳
。

【
略
歴
】

１
９
３
６
年
７
月
14
日
生
ま
れ

１
９
５
８
年
４
月
６
日
受
洗

１
９
６
２
年
３
月
24
日
入
会

１
９
７
１
年
８
月
12
日
終
生
誓
願

２
０
１
４
年
11
月
22
日
誓
願
金
祝

Sr.M.ティモテア

丹代 ハツヱ

Sr.M.リナ
森本 佳余

訃
報

８
月
15
日(

火)

13
時
半
、
札
幌
教

区
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
平
和
を
求
め
る
一
日
」
を
開
催
。

お
話
し
、
映
画
上
映
、
ラ
イ
ブ
プ
ロ

グ
ラ
ム
他
、
16
時
か
ら
は
蓑
島
神
父

に
よ
る
「
平
和
を
祈
る
会
」
。
参
加

は
自
由
。
詳
し
く
は
各
教
会
に
配
布

し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



10

１
８
９
８
年
、
海
外
か
ら
５
人
の

姉
妹
が
日
本
に
到
着
し
、
右
も
左
も

わ
か
ら
な
い
ま
ま
熊
本
の
地
で
宣
教

の
歩
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て

今
年
、
マ
リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
修
道
会
日
本
管
区
は
来
日
１
２

５
年
を
迎
え
、
感
謝
の
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

会
の
歴
史
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
ミ

サ
の
翌
日
に
姉
妹
た
ち
は
宣
教
の
場

に
案
内
さ
れ
、
ハ
ン
セ
ン
病
者
に
出

会
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
箸
を

使
い
、
丁
寧
な
日
本
式
の
挨
拶
を
学

び
、
日
本
文
化
に
親
し
ん
で
い
き
ま

し
た
。
世
界
宣
教
に
奉
献
さ
れ
た
私

た
ち
の
修
道
会
の
い
の
ち
は
、
こ
の

よ
う
に
日
本
の
地
に
宿
り
育
ま
れ
て

き
ま
し
た
。

札
幌
に
修
道
院
が
創
立
さ
れ
た
の

は
１
９
０
８
年
。
熊
本
修
道
院
創
立

か
ら
10
年
目
の
こ
と
で
す
。
当
時
、

ま
だ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
一
つ
も
な

か
っ
た
札
幌
に
初
め
て
開
か
れ
た
修

道
院
の
聖
堂
に
は
信
者
が
集
う
よ
う

に
な
り
、
教
会
共
同
体
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
後
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
兄

弟
た
ち
が
札
幌
の
司
牧
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
も
神
様
の
お
計
ら

い
を
感
じ
ま
す
。

札
幌
教
区
内
で
は
天
使
病
院
、
天

使
大
学
、
天
使
幼
稚
園
、
そ
し
て
北

広
島
の
養
護
施
設
天
使
の
園
で
、
白

い
修
道
服
を
着
た
シ
ス
タ
ー
た
ち
が

働
い
て
い
る
姿
を
目
に
し
た
方
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
は
事
業
で
の
役
割
を
終
え
て
、
多

く
の
姉
妹
は
祈
り
の
使
徒
職
を
生
き

て
い
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
だ
ん

だ
ん
小
さ
く
弱
く
な
る
現
実
と
向
き

合
い
な
が
ら
も
、
ど
う
し
た
ら
人
々

に
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
伝
え
て
い
け
る

か
を
模
索
し
続
け
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
神
様
か
ら
い
た
だ
い
た
命
を
お

返
し
す
る
と
き
ま
で
、
宣
教
者
で
あ

り
た
い
と
願
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

今
年
４
月
30
日
、
北
広
島
修
道
院

は
95
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

感
謝
ミ
サ
は
教
区
長
の
勝
谷
司
教
様

と
、
長
い
間
お
世
話
に
な
っ
た
久
保

寺
神
父
様
の
共
同
司
式
で
行
わ
れ
ま

し
た
（
写
真
左
下
）
。
教
会
も
新
し

い
典
礼
に
変
わ
っ
た
ば
か
り
の
こ
の

時
期
、
修
道
院
も
終
わ
り
で
は
な
く

新
し
い
歩
み
を
始
め
る
気
持
ち
で
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
信
徒
の
皆
様
と

共
に
深
い
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。
ミ
サ
の
後
に
は
95
年
の
歩
み
を

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
上
映
し
、
こ
の

歴
史
に
宿
る
恵
み
を
あ
ら
た
め
て
振

り
返
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

北
広
島
修
道
院
は
北
広
島
村
民
の

方
々
か
ら
の
要
請
に
応
え
て
天
使
病

院
分
院
が
開
設
さ
れ
た
の
を
機
に
創

立
さ
れ
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
の
な

か
で
病
院
は
閉
鎖
さ
れ
、
戦
争
に
よ
っ

て
外
国
籍
の
姉
妹
が
連
行
さ
れ
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
通
っ
て
き

ま
し
た
が
、
シ
ス
タ
ー
た
ち
が
退
い

た
後
も
事
業
体
で
は
福
音
の
精
神
を

引
き
継
い
で
、
今
も
社
会
の
必
要
に

応
え
続
け
て
い
ま
す
。

修
道
会
の
在
り
方
も
変
化
し
て
い

ま
す
が
、
教
区
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

て
こ
そ
、
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

継
続
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
普
遍
的
な

価
値
を
見
い
だ
せ
な
い
現
代
社
会
に

あ
っ
て
も
、
宣
教
の
灯
を
絶
や
す
こ

と
な
く
、
キ
リ
ス
ト
の
無
条
件
の
愛

を
人
々
に
証
す
る
存
在
と
し
て
、
信

徒
の
皆
様
と
協
働
で
き
る
修
道
会
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
感
謝

と
祈
り
の
う
ち
に･･･

日
本
管
区
創
立
１
２
５
年

～
宣
教
の
灯
を
た
ず
さ
え
て
～

マ
リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

司
祭
に
叙
階
さ

れ
初
め
て
札
幌
を

離
れ
る
こ
と
に
。

こ
の
春
、
地
区
長

と
し
て
旭
川
地
区

に
来
た
も
の
の
、

環
境
の
変
化
に
順

応
す
る
の
に
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。

い
ま
住
ん
で
い
る
留
萌
市
は
初
め
て

住
む
街
な
の
で
、
暇
を
見
つ
け
て
は

あ
ち
こ
ち
歩
き
回
っ
て
探
索
し
て
い

ま
す
。
や
は
り
北
海
道
は
広
く
て
多

様
な
大
地
、
足
元
に
生
え
る
草
花
一

つ
と
っ
て
も
、
花
が
咲
く
季
節
も
種

類
や
植
生
も
違
っ
て
い
て
、
歩
く
た

び
に
発
見
が
あ
り
、
と
て
も
新
鮮
な

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
北
海
道

に
も
各
地
に
教
会
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
違
い
、
自
然
環

境
の
違
い
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
教
会

も
き
っ
と
同
じ
よ
う
に
多
様
で
し
ょ

う
。
イ
エ
ス
様
が
お
造
り
に
な
っ
た

世
界
と
、
イ
エ
ス
様
が
お
建
て
に
な
っ

た
教
会
。
そ
れ
ぞ
れ
が
響
き
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
福
音
宣
教
が
あ
る
。
そ

ん
な
こ
と
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

（
佐
久
間
力
）

札幌修道院

教
区
ニ
ュ
ー
ス
41
号
「
北
海
道
カ
ト

リ
ッ
ク
学
園
三
校
合
同
研
修
会
」
の

表
題
は
「
北
海
道
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
保

連
盟
新
任
研
修
会
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


